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         第 20 回「ふるさと春日井学」研究フォーラム 

ﾃｰﾏ『ふるさと春日井の自然をまもる』 

～みどりのまちづくりグループの自然保護活動～ 

 

 10 月５日（日）市民活動支援センター（ささえ愛センター）２階第１集会室において第

20 回「ふるさと春日井学」研究フォーラムをテーマ『ふるさと春日井の自然をまもる－みど

りのまちづくりグループの自然保護活動－』と設定してフォーラムを行いました。    

 市民活動団体「みどりのまちづくりグループ」代表高橋 勇夫氏に、春日井市域の自然

保護の活動報告と自然保護活動の苦労、課題などを聞くことができました。 

 平成 14 年「かすがいパートナーシップ会議 みどりのまちづくりグループ」として発足

して、今日まで 13 年の活動を実績をもっている同会の活動報告には、説得力があり、行動

力とアイディアが満載の聴く者には眼から鱗が落ちるような、すばらしい内容でした。 

参加者は、19 名でした。（台風 18 号が迫っている悪天候の中にもかかわらづ参加して下

さった市民の皆様には感謝申し上げます。） 

                 

 

      講演：高橋 勇夫氏（みどりのまちづくりグループ代表） 
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第 20 回「ふるさと春日井学」研究フォーラム 講演記録 

  「みどりのまちづくり」と題して高橋勇夫氏(みどりのまちづくりグループ代表)に講演

していただいた。「環境まちづくりの活動～森と緑を健康な状態で将来に引き継ぐ」がその

テーマで A4 版１２頁の講演要旨とパンフレット「みどりの里の駅」(春日井市の東部丘陵

のみろくの森から大谷川、内津川、庄内川を経て道風ゆかりの里まで 14ｋｍを、生態系豊

かな緑の回廊で結ぶと言う環境まちづくりの活動）、「あいち 森と緑づくり事業」（山から

街まで緑豊かな愛知をめざして～事業報告）、「あいち 森と緑づくり事業、事業報告」の

３冊が配布された。それらをもとにスライドも映しながらのエネルギッシュな報告であっ

た。 

 廻間に住み、１１年前から「緑の回廊をつくる」活動を続けられている。２０００（平

成１２）年９月１１日夕から翌１２日未明の豪雨の時には、大谷川やみろくの森を見に行

った。山崩れは思ったよりひどかった。それでも「崩れたのはなぜか」と考えた。「山に木

がなくなっていたのが原因」だった。特に木がなくなったのは明治の初期と戦中・戦後の

時期だった。と語り始められた。 

 レポートの「Ⅰ．はげ山と緑化の歴史」では、縄文時代から数千年にわたり、森林に頼

って生活してきた。生活を支える資源のほとんどが森林からもたらされた。しかし、森林

の荒廃は既に江戸時代に急速に進み、はげ山が広がったという。江戸幕府は山地の荒廃を

危惧し、１６６６年に「諸国山川掟」を発令し、草木の根株の採掘を禁じ、苗木の植栽を

奨励したという。 

近代に入っても山地の荒廃はとどまることがなく、近代化のための資材として木材需要

が増大し、昭和に入ると森林鉄道の普及もあり、奥山での大規模伐採も始まった。特に第

二次大戦中と戦後の森林伐採で荒廃が広がったと「はげ山の出現」の歴史をまとめられ、「一

度はげ山になると容易に緑の回復ができない」、その原因は、地盤の性質にあり、堆積層が

岩盤まで固結していないためだと説明された。「Ⅱ．はげ山が拡大するとどうなるか」では、

江戸時代後期の尾張藩勘定奉行で治水家の水野千之右衛門（㊟尾張藩主徳川宗睦に治水工

事の嘆願をし、新川の工事を実現させた人、４年の短期で 1787 年竣工）の「山は山あって

尊しとす」の文書を紹介された。その中に「春日井の山は山浅くして岩なし」「その上、松

ばかり多く雑木茂らず」「雑木茂らすべきことに、よくよく心を尽くすべし」「雑木までな

きときは、何を持って山の力となさんや」「しかれども、いま雑木を山谷に茂らすことは安

からず」とある。愛知県はかつて、岡山・滋賀と共に「三大はげ山県」のひとつだったと

いう。「Ⅲ．はげ山の復旧」では、①現在の森林公園の中のいくつかの池や春日井市の築水

池は明治３０年以前の渓流に土堰堤を築いて、はげ山からの流出土砂を抑止し、堤内に貯

水し、樋管で灌漑する工事方法をとったものだという。②砂防的林業と称する山腹工事は、

はじめは冷評されたが、はげ山を回復させる治療法と評価を得た。クロマツやヒメヤシャ



ブシの苗木を混植は、その後ヤマモモ、ヤマハンノキも用いた。明治２９年に始まった。

こうして昭和初期には、一応はげ山対策は成功。しかし、第二次大戦中や戦後に開墾、乱

伐、盗伐などで流域のほとんどが裸地化した。昭和４０年に入って森林法とにより、伐採

や下草刈りが制限され、次第に植生が回復し、現在では、アカマツ、クロマツ、コナラ、

アベマキ、モンゴリナラ、ソヨゴなど高木層を形成し自然林化が進んでいるという。「Ⅳ．

はげ山とその復旧工事の写真」で、坂下の廻間「神屋穂洞」の明治３６年の写真と明治３

８年の復旧工事後の写真、さらに昭和２６年の同じ箇所の写真が投影された。廻間「高森」、

廻間「馬不入」、明智の「頓明」、高蔵寺「外之原」、の昭和３、４年の荒廃状況の写真も投

影された。「Ⅴ．今後の森林保全」では、わかってきた森林の持つ多面的機能のために、い

っそう活力ある森林を求め、植樹や間伐などの森林保全が必要だとする。「Ⅵ．生態系ネッ

トワーク」では、２０１０（平成２２）年にＣＯＰ１０が名古屋で開催されのを機に、愛

知県独自の取り組み「愛知方式」で「人と自然が共生するあいち」を実現する活動が進め

られていることを紹介された。尾張北部（犬山・春日井・瀬戸）と新城・設楽を生態系調

査区域に、名古屋東部丘陵と西三河、知多半島をモデル事業区域とし、それらを「あいち

里山ネットワーク軸」〈図〉とする生態系ネットワークの形成だ。「Ⅶ．あいち森と緑づく

り事業」では、平成 21 年 4 月から「あいち森と緑づくり税」を導入して、森林や里山林、

都市の緑を整備・保全する取り組みを行っていることを紹介された。最後に、「みどりのま

ちづくりグループによる植樹と緑の保全」の活動を紹介された。みろくの森の倒壊豪雨崩

落地にどんぐりの苗木を平成１５年から１８年の４年間で１，０００本を子供たちと植樹

をし、以来１０年間現在まで年２回の下草刈りなど育樹を行ってきた。緑の森づくり植樹

祭の活動、大谷川植樹、育樹活動、頓明どんぐり植樹と育樹、頓明公園アオダモ植樹と育

樹活動、癒しの森づくり活動、シデコブシ保全、調査活動、無農薬・有機栽培稲作り、癒

しの花壇活動、大谷川・内津川美化活動、竹林整備活動、上条河畔林「水辺のみどりの楽

園」づくりと多くの活動実績を積み上げられている。本当に忙しい人だが、苦労をいとわ

ず朗らかに語られた。豊かなふるさと再生と地球規模の活動が重なる貴重な取り組みを紹

 



介していただいた。      〈図〉愛知里山ネットワーク軸 

    

                                           

      「みどりのまちづくりグループ」活動のあゆみ   



（記録：塚田 忠雄）  

OPINION－「ふるさと意識」なくして地域の活性化なし－ 

   『素朴な問い』に答えられる自然保護とは？ 

  

 

日本経済新聞（2012.9.6）コラム欄「春秋」より 

  上記の新聞記事に似たような出来事が身の回りでありました。 

 ある日、小学４年生の孫娘が血相を変えて私のところへ訴えてきました。「公園の桜の樹

が伐られてなくなっているよ！夏に蝉がとまるところが無くなってしまうよ。お花見も出

来なくなってしまうよ。」というものでした。私は、不覚にも彼女に納得の行く説明はでき

ませんでした。訴えは間違っていなかったからです。私たち大人は、このことはすでに町

内の回覧板で承知していました。「老木のため朽ちていつ枝が落下するかもしれない」とい

う理由でした。事故が生じてからでは後の祭りになりかねません。したがって、伐採はも

っともな理由のように思えました。しかし、子供達から見れば「大人の勝手」と見えたこ

とでしょう。大人は、事故が起こらないようにと転ばぬ先の杖を、と対策を取ったつもり

で納得をしたのでしたが、純真な子供達の心を思わぬところで傷つけてしまっていたので

した。 

子供の目線からは、「私たちの意見も聞いてほしかった」と孫娘も言いたかったのだろう

と思いました。 

 小さな地域の公園に聳えていた桜の老木は私たちが子供の頃から遊び相手として生活の 

中にとけ込んで慣れ親しんできました。夏は蝉とり、春はお花見、樹の周りでの戯れ、の

どかで、風情のある下町の風景がそこにはありました。今更ですが「どうしても伐採して

しまわなければならなかったのだろうか」「何か保存する手だては無かったのだろうか」と



自問自答してしまいました。春日井市には「保存樹」制度があって、地域の各地に樹齢を

重ねた大木が多数保存され守られています。どのような基準なのかは一般の市民にはあま

りよく知られていませんが、樹の周りに「保存樹」と書かれた「市章マーク」入りのプレ

ートが誇らし気です。すばらしい制度です。自然を保護して行くとはどのようなことか、

改めて考える余裕が地域社会にも必要であることを感じさせられる出来事でした。                             

                                   （文責：河地 清） 

 

次回 FORUM のお知らせ 

第 23 回テーマ『御嶽講と覚明霊神』 

 日  時：平成 27 年 1 月 11 日（日）13:30～15:30 

場  所：市民活動支援センター・ささえ愛センター２階第１集会室          

 フォーラム内容： 

    牛山町出身の僧覚明によって開基された御嶽山は山岳信仰の霊場として 

    庶民の大切な精神的支えでした。それを経済的に支えていた御嶽講は、 

この地域に広範に普及していました。御嶽講がどのように地域社会に役割 

を果たしていたのか、その仕組と意義について・・・・ 

発表者：櫻井 芳昭 氏（春日井市文化財保護審議委員） 

 ※資料代５００円（非会員のみ徴収） 

第 24 回テーマ『小野道風春日井誕生説の検証』 

日  時：平成 27 年 2 月 1 日（日）13:30～15:30 

場  所：市民活動支援センター・ささえ愛センター２階第１集会室          

 フォーラム内容： 

    道風が春日井で誕生したとするならば、幼少の時代どこでどのように学ん 

だのか、神童といわれた道風は、どのような環境の中で人格形成されていっ 

たのか・・・ 

       発表者：塚田 忠雄 氏（「ふるさと春日井学」研究フォーラム副会長） 

 ※資料代５００円（非会員のみ徴収） 

 

            〈事務局〉 

「ふるさと春日井学」研究フォーラム 会長 河地 清 

         TEL/FAX 0568-82-5973  ﾒｰﾙ：kawachi-k@mb.ccnw.ne.jp 



            かすがい市民活動情報ｻｲﾄ：http://kasugai.genki365.net/    

                        ふるさと春日井学 検 索                                                       
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